
ローカルSDGｓ（地域循環共生圏）ビジネスの
先進的事例とその進め方

令和2年度環境ビジネスの振興方策検討等委託業務 報告書（要旨）

令和3年3月31日



1

目次

1. 業務の概要

2. 事例紹介

3. まとめ



１．業務の概要



3

⚫ 環境ビジネスの実態や政策課題を把握することを目的として、環境ビジネスを実施する企業の先進的な取組を調査・分析し、その成果
を環境省Webサイトにて毎年公表しています。

⚫ 調査対象企業の分析方法やビジネスの振興方策等について議論を深めるため、経営、金融、技術等の学識経験者や企業関係者等で構成
される研究会を設置し、年３回程度の検討会を実施しています。

（１）令和２年度調査テーマ
平成30年に閣議決定した「第五次環境基本計画」を踏まえ、下記のテーマを設定

SDGs特に『地域循環共生圏』の創造による持続可能な地域づくりに向けた取組を推進している企業

【参考：過去のテーマ】
・地域経済を支える中小企業・ベンチャー企業（H26）
・地域創生を牽引する成長企業（H27）
・「環境配慮」の視点を取り入れ、成長した企業（H28）
・生物の特徴を商品等に応用したビジネスを展開する企業（H29）
・IoTやAIを始めとしたICTやロボット技術を活用した環境ビジネスを展開している企業（H30）

（２）対象企業
調査対象企業の選定にあたっては、「環境・経済・社会」の視点に基づき、

「地域循環共生圏」の創造による持続可能な地域づくりに向けた取組を行っている
全国の事業体等のうち、先進的な取組を行っている25社程度を選定

（３）調査項目
・事業概要 ・創業経緯 ・ビジネスの成功事例や成功要因 ・課題克服事例
・今後の展望 ・政策への要望 等

環境省ウェブサイト：環境経済情報ポータルサイト
「環境ビジネスの先進事例集」

事業概要

調査内容

本業務の概要
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⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

環境

経済 社会

例：再生可能エネルギー
（木質バイオマス発電）

環境

経済 社会

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ ṕ Ṗ

日本の地域を取り巻く課題 地域循環共生圏形成による「環境・経済・社会の統合的向上」のイメージ

ローカルSDGs「地域循環共生圏」とは

◼ ローカルSDGs「地域循環共生圏」とは、各地域が地域資源（自然資源・経済資源・人的資源等）を再認識
し、それを持続可能な形で最大限活用するとともに、近隣地域と資源を補完し合いながら、環境・経済・社会の
統合的向上を目指す、という地域づくりの考え方。
ṕ Ṗ
⚫ CO2

◼ ローカルSDGs「地域循環共生圏」ビジネスとは、以下3つの要素を満たしているものと定義しています。

ṕ Ṗ ṕ Ṗ
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長期的な価値を最大化する志向
（例：小川町、太陽住建、NOTE、INDETAIL、土居真珠、フィッシャーマン・ジャパン等）

•

•

•

従来の社会 地域循環共生圏の目指す社会 “持続可能な社会”

短期的な利益を最大化する志向

•

• /

作り手の効率を最大化する商品・サービス

画一的な商品・サービス

•

供給されるものの中から使い手が選択

•

事業の選択と集中

•

使い手の価値を最大化する商品・サービス

パーソナライズ・カスタマイズ化して地域課題を解決する商品・サービス
（例：MONET Technologies、未来シェア等）

•

需要起点の生産・供給
（例：小川町、プラネット・テーブル、ヒダクマ等）

•

多機能/多用途/合わせ技
（例：邑南町、大宮産業、宇都宮市、とくし丸等）

• /
•

競争する関係

高密度で集積した資源を奪い合う
•

他社と競う
•

固定的な提供体制
•

共創する関係
分散する資源をまとめ、価値を発揮
（例：グラノ24K、NOTE、四万十ドラマ、ファーマーズ・フォレスト、manordaいわて等）

•

多様な立場/地域の主体と連携し、全体で利益を得る
（例：太陽住建、パルセイユ、でんき宇奈月、MWS日高 等）

• / / /

必要に応じて変化する提供体制
（例：グラノ24K、ヒダクマ、とくし丸等）

•

環境
• /
• /CO2

経済
•

• /

社会
•

•

•

環境
•

• /CO2

経済
•

•

社会
•

•

• /

ローカルSDGs「地域循環共生圏」ビジネスの目指す姿
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1. ローカルSDGs「地域循環共生圏」ビジネスの定義である以下を実践している事例と
する

A) 地域資源の活用

B) 資金の循環

C) 環境含む地域課題の解決
※ 単に複数の取組が行われているだけでなく、それぞれの主体や地域資源が連携している

事例を優先する。

2. 特に、地域発の取り組みである以下の主体発である事例を優先する

1. 地域中堅企業

2. 地方発スタートアップ

※ 地域資本を活用した事業や都市部資本であるが、
地域の課題解決に貢献する先進的な 取組を行っている事業をバランスよく選定する

。

3. その他、企業規模や地域をバランスよく選定する

選定の視点選定のステップ

分析対象事務局案
（数十社）

候補企業リスト

確定
(25件)

右記視点で
事務局にて選定

委員推薦事例を募集、
事務局にて最終決定

対象企業選定の視点



2．事例紹介
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今年度のヒアリング企業一覧

ἷ No ︠ ṛ ӽ
זּ

∕

A 1 ẅ Ấ ׄ Ộ ọ (4) 2017 (3) ׇ ᾉ

B
2 ᴒ ™ EV ♅ ◕ ῖ (3) ḼỘ 2016 (3) ׇ ╣ ᾉ

3 ╣ᴱ ╦ ™ ӱ כ◦ ᶨṁ ằ (4) 2019 (3) ׇ һ ᾉ

C

4 ṛᶊᵰ ∂ᶨ (3) ḼỘ 2006 (6)ỵ ᴏ ≤ᾉ

5 ӽ ᴟ זּ (3) ḼỘ 2015 (6)ỵ ᴏ ᴎᾉ

6 ◌ ӽ זּ (3) ḼỘ 1994 (5) ⁯ ◌⁯ ‰ ᾉ

7 ӽ (2) ὸ 1950 (3) ׇ ӻᾉ

8 ӻ ⱱ ᴦ ▀ (2) ὸ (5) ⁯ ◌⁯ һ ᾉ

9 ᴀֶᾛⱬ ӽ ᴟ (3) ḼỘ 2017 (4)ḩ ⱴᵎᾉ

10 Ộ ọ (3) ḼỘ 2015 (3) ׇ ṅ ᾉ

11 ӽ זּ Ὂↄί   (2) ὸ 2007 (2)ḩ ᾉ

12 —⌠ ṏ ᶨ — ὀ (2) ὸ 2009 (1) ᵤ ḵ︣ᾉˢ ʿזּ Ằˣ

13 ⱱ ᴦ ▀ (3) ḼỘ 2014 (1) ᵤ ẋ ᾉ

14 manorda ӽ זּ Ỵ ԁ (3) ḼỘ 2020 (1) ᵤ ḵ︣ᾉ

15 ╦Ἱ —⌠ ṏ ™ ὀ (2) ὸ 1991 (1) ᵤ ╦Ἱᾉ

16 WATALIS Ἱ ӽⱢᾛ ᴦ♪ᴟ (3) ḼỘ 2015 (1) ᵤ ẋ ᾉ

A̠D 17 Ḯ ӱ ᶨṁ ằ (3) ḼỘ (5) ⁯ ◌⁯ ᾉ

A̠E 18
‰˗

Ṑ 
♅ Ω כּ Ộּי ὀ (2) ὸ 1977 (2)ḩ Ἢ ᾉ

E

19 KDDI (1) ḼỘ 1984 (2)ḩ Ằ

20 —⌠ ṏ ᾋ ᴟ Ṑᵣᶘ ־ (3) ḼỘ 2018 (4)ḩ ᾫᾉ

21 —⌠ ṏ ᶨ ⱧỘ Ὃ◦כ (3) ḼỘ 2017 (2)ḩ Ằ

22 ӽ ᵁ (3) ḼỘ 2018 (2)ḩ Ằ

23 ᵓזּ Ɫ (3) ḼỘ 2012 (4)ḩ Ằ

F
24 ꜛⱵ ḼỘ (3) ḼỘ 2013 (5) ⁯ ◌⁯ ᾉ

25 ṛᶊᵰ ∂ᶨ ӱ (3) ḼỘ 2019 (4)ḩ ᾫᾉ
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企業名

本社
所在地

設立年 2017

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

•

•

˗

֝

農業振興
•

20

住民が地元の品を購入できる場の
創設
•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

果樹産業

•

Ṗ

地元の中心産業のひとつである果樹産業を

振興する

「小さな拠点」としても認定されている道の駅「南信州とよおかマルシェ」を運営、

地域資源を活用した食材・料理を地域内外住民向けに提供する

˗ ỡ

近隣地域巻き込み

•

農業振興に向けた地域外売上拡大

• EC

•

EC
株式会社豊かな丘

￥

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

ṕ Ṗ

ẑ

￥ ￥

農山漁村 都市地域都市間１．株式会社豊かな丘
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企業名

本社
所在地

設立年 2016

Ḩ Ḹ ˗

֝

地域の財産である立梅用水や
旧家群

• 200

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

高齢化や耕作放棄地の増加

•

獣害の存在

•

Ṗ

地域の歴史的財産を活用して
高齢化や獣害などの問題を克服する

地域資源を活用して「収益事業」を実施、そこで得た資金で、

地域住民の生活基盤を支える「農村福祉事業」を提供することを目指す

˗ ỡ

自社だけでなく、地域の色々な事業者と連携

•

NIU

一般社団法人ふるさと屋

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

ṕ Ṗ

EV

• ṕ Ṗ

•

EV Ṅ

•

• EV

￥

２．一般社団法人ふるさと屋 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2019

Ḩ Ḹ

• ṕMY Ṗ
Ệ

• ṕ Ṗ

Ṅ

•

3

• 3,850
50 MY

˗

֝

地域の高齢者に、医療だけでなく

外出機会や移動手段を提供する

• ( )

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

多様なバックグラウンドの人材

•

Ṅ

再生可能エネルギー資源

•

Ṗ

地域の人材と再生可能エネルギー資源を活用、

山村地域向けの生活基盤を提供する

自治体・電力会社と連携しながら電力小売事業で収益を獲得、

それを地域の高齢者のための「移動支援」「健康見守り」などのサービスに利用する

˗ ỡ

「行政」「地域・家族」「企業・市場」といった
三主体のすき間を補完・つなぐ役割を果たす

• MY

• MY

2

•

㈱三河の山里コミュニティパワー

ṕ Ṗ

(75%)

￥

商品
・

サービス

提供
体制

顧客 ṕ Ṗ

(15%) (10%) ṕ Ṗ ṕ Ṗ

￥￥

３．株式会社三河の山里コミュニティパワー 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2006

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ
VEGHEETṕ Ṗ

• VEGEETṕ Ṗ
100Ṿ

•

0.1mm
2

•

˗

֝

地域の新たな産業創出

•

ṕ Ṗ

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

豊かな農林水産資源

•

廃棄されていた規格外野菜

•

•

Ṗ

地域の未来と強み・弱みをふまえ、

新事業として食品製造業に着目した

これまで無かった「規格外野菜を原料とした機能性シート食材」を独自開発、

地方の雇用創出・活性化にも貢献し、環境・地域・人に優しい三方良しの事業を実現する

˗ ỡ

「VEGEET」の普及

•

耕作放棄地の解消

• VEGEET

「日本ブランド」の海外発信

•

「VEGEET」

￥

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

￥

￥

ṕJA Ṗ

株式会社アイル

ṕ Ṍ Ṗ

ー製品の特色ー

●新規性Ḳ

●機能性Ḳ

●保存性Ḳ
2

都市農山漁村 地域都市間４．株式会社アイル
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企業名

本社
所在地

設立年 2015 ( 2012 )

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

30 4,000
(1) (2)

(3)

•

•

/

˗

֝

ポテンシャルある地場産品を全国に
届ける

•

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

火山灰土壌が生んだ地場産業

•

Ṗ

地域資源を活かした魅力ある商品があるのに

それを全国に伝えきれていなかった

全国各地の地域資源を活かした商品を、文化の価値を追加して

全国の消費者に届ける「地域文化商社」事業を実施

˗ ỡ

「地域文化商社」として「つくりて」と「使い手」を繋ぎ資源循環を生む

•

株式会社うなぎの寝床

4,000

+

( / / )

￥
商品
・サービス

提供
体制

顧客

￥
-
-

５．株式会社うなぎの寝床 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 1994

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

•

•

1 2 3
6

˗

֝

地域の雇用創出・人材育成

•

消費者と生産者の乖離

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

豊かな天然資源

•

四万十の美しい自然景観

•

Ṗ

自然環境を保全しながら、豊かな「農」を軸と

する産業を創出、地域を振興する

地域資源・文化の価値を見直し、自然環境に負荷をかけないものづくりを実践。

雇用創出と販路拡大を実現して、地方経済を振興する

˗ ỡ

一次産業に参入し、
より大きな地域資源循環
を実現する

•

地域発、年商10億円・
利益1億円の実現

•
株式会社四万十ドラマ

地域商社事業

( EC )

￥

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

地元
生産者

地元
加工場

地元
デザイナ―

￥ /

コンサルティング事業

ṕ
Ṗ

￥

教育・物販事業

￥ ￥
￥

６．株式会社四万十ドラマ 農山漁村 都市地域都市間



15

企業名

本社
所在地

設立年 1950

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ
ṕAEDṖ

•

( ) naturaw

•

˗

֝

「脱プラ」への関心やニーズへの対応

•

•

地元 福井ブランドの創出

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

日本一の生産量を誇る「六条大麦」

•

3

•

Ṗ

脱プラへの関心が高まる中、地元福井県の
特産品「六条大麦」という資源に着目した

県産大麦の生産において廃棄されていた”茎”を活用し、100％天然由来の「大麦ストロー」

を製品化。地元生産者と連携し、地産地消の推進や地元福井県の地域振興を目指す

˗ ˗ ỡ

株式会社タナックス

￥

( )

商品
・

サービス

提供
体制

顧客
ṕ Ṗ

【加工】

￥

大麦ストロー「麦愁naturaw」

✓ 衛生・安全性Ḳ

✓ 環境保全性Ḳ100Ṿ

【生産】

Ṻ

福井ブランドの発信

•

PR

自社の知名度向上

•

Ṅ

７．株式会社タナックス 都市農山漁村 地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2005

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

•

Ṅ

•

Ṅ

˗

֝

宇和島への人の誘致

•

PR

未利用資源の活用

•

( )

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

恵まれた漁場環境・盛んな真珠養殖

•

真珠以外の地域文化・魅力

•

Ṗ

地場産業である真珠を活かし、

地域の魅力を発信する余地が大いにあった

先々代が始めた真珠養殖を受け継ぎ、真珠を基軸とした体験プログラムや

化粧品などの新しい商品・サービスで、地域に人を呼び込む仕組みを作る

˗ ỡ

「真珠づくし」の拡大

•

•

Web経由サービスの拡充

•

Web

有限会社土居真珠

• ṕ Ṗ
•

• ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

￥

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

ṕ Ṗ

/ ṕ ECṖ

( ) ( )

( )

ṕ EC Ṗ
￥

８．有限会社土居真珠 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2017

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

• 2020 11
OEM

•

•

10

˗

֝

奥永源地域の価値の発信

•

集落の高齢化の克服

•

60

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

市の花「紫草」と絶滅危惧種

•

木地師など地域に根付く歴史

•

Ṗ

他の地域には無い地域資源（コアコンピタンス）
を活かせないまま、集落の高齢化が進んでいた。

紫草を活用した化粧品を皮切りに、奥永源地域の様々な地域資源を活用した

商品・サービスを企画、世の中に発信する

˗ ỡ

東近江発で持続可能なライフスタイルを発信

•

1,500

• 10 SDGs
2025

株式会社みんなの奥永源寺

￥

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

& OEM

￥

( Ṗ

９．株式会社みんなの奥永源寺 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2015

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

•

•

˗

֝

持続可能な地域づくり

•

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

豊かで多様な広葉樹

• 9
7

•

高度な木工加工技術の集積

•

100

Ṗ

地域には広葉樹と木工加工技術という資源が
ありながら、両者がうまく結び付いていなかった

活用が難しいとされていた広葉樹を「個性」と捉え、クリエイティブな資源として

新たな価値を創造。地域内外の人が参画し、地域経済が循環する仕組みの確立を目指す

˗ ỡ

飛騨の森林資源と技術の価値を最大化すること

•

•

安定供給体制づくりと取組みの幅拡大

株式会社飛騨の森でクマは踊る

森林木材事業商品
・

サービス

提供
体制

顧客

(株)ロフトワーク (株)トビムシ 飛騨市

•

•

￥

地域交流事業

FabCafe Hidaṕ Ṗ

￥

Ḳ

１０．株式会社飛騨の森でクマは踊る 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2007

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

•

Ỉ
13 30

•

˗

֝

活かされない「箱モノ」施設

• 1996

º º

地域
課題

・

企業
課題

地域
資源

46haという広大な敷地

•

10

•

眠る多様な地域資源

•

Ṗ

農林業振興や地域活性化を目的に整備された
農林公園は、集客戦略が弱く、広大な敷地を
持て余していた

あらゆる地域課題解決の糸口を紡ぐプロフェッショナルグループとして、地域と協働、

「ものづくり」「ひとづくり」「まちづくり」に挑戦して、ローカルブランドの発信に取り組む

˗ ỡ

「広域ローカル経済圏」の構築

•

株式会社ファーマーズ・フォレスト

商品
・

サービス

提供
体制

顧客
￥

￥

(2) 

価値創造

(3) 

販売提供

(4) 

利用消費

(1) 

生産

【事業戦略4つの視点】

1)
2)
3)
4)

１１．株式会社ファーマーズ・フォレスト 農山漁村 都市地域都市間



20

株式会社ファーメンステーション

企業名

本社
所在地

( Ḳ )

設立年 2009

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

100Ṿ

• ṕ Ṗ

• JR
JR

˗

֝

耕作放棄地の活用・地域活性化

• ṕ : Ṗ

廃棄物の削減・活用

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

盛んな農業と農業者コミュニティ

• ṕ : Ṗ

•

伝統の発酵・醸造技術

•

Ṗ

地域農業の未来に危機感が強まり、
資源循環型農業ビジネスが模索されていた

休耕田を活用し栽培された有機米から、エタノールを製造する地域循環事業を展開。
独自の発酵技術で未利用資源から価値を引き出し、循環型社会を構築・拡大する

˗ ỡ

グローバル展開により、
世界レベルで未利用資源を活用する

•

•

Ṅ

OEM

￥

企業ṕ Ṗ

商品
・

サービス

提供

体制

顧客

提携生産者

消費者

￥

( )

/

提携企業

￥ṕ Ṗ

１２．株式会社ファーメンステーション（１/２） 都市農山漁村 地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2014 7 2016 3

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

•

10 1,000

• 2016

•

˗

֝

漁業の振興・担い手育成

•

•

漁業に対するイメージ改革

• 3K

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

豊かな水産資源

•

地元のベテラン漁師

•

Ṗ

国内では漁業衰退の危機感が強まる一方で、
世界では大きな成長の可能性があった

若手漁師が発端となり、「カッコいい、稼げる、革新的」という“新3K”を理念に掲げ、

地域や職種を超えたタッグで魅力を発信、持続可能な水産業の実現を目指す

˗ ỡ

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

一般社団法人
フィッシャーマン・ジャパン

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

株式会社
フィッシャーマン・ジャパン・マーケティング

フィッシャーマン・ジャパングループ

¥
￥

ṕ Ṗ

ṕ6
Ṉ Ṗ

ṕ Ṗ

水産業のイノベーション

•

FAX

事業者・地域におけるSDGsの意識醸成

• SDGs

１３．一般社団法人フィッシャーマン・ジャパン 農山漁村 都市地域都市間
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企業名 manorda

本社
所在地

設立年 2020

Ḩ Ḹ

• manorda ṕ Ṗ ṕ manorda Ṗ
manorda

✓

✓ SDGs CSV
ESG

✓

•

I -wool

ú CSV

˗

֝

商社機能の補完

•

地域活性化と産業創出

•

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

情報ネットワーク

•

活用余地のある不動産

•

Ṗmanorda

地域の持続的な発展に向け、地域に不足
するハブ機能を補完すべく、銀行に新たな
役割を担うことが求められた

銀行が持つ情報ネットワークなどを生かし、地域内外の多様な主体と連携しながら、

デザインとイノベーションの力で地域に既にある資源の魅力を最大限引き出す

ỡ

持続可能な地域循環型社会の実現

•

•

•

manordaいわて株式会社

￥

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

岩手銀行
グループ

デザインと
イノベーションで
地域の課題解決

金融機関
ネットワーク

地域事業者

DMOṕ

Ṗ

いわて
デザインリーグ

大手企業
新規事業開発
チーム

SDGs
R&Dṕ

Ṗ

プロフェッショ
ナル人材

地域社会
Social

Community

産業・工芸
Industry ＆

Craft

úIoT AI

環境・人
Environment & 

Human

￥

2.公民連携事業、
自治体業務に
関する企画事項

3.地域デザイン
拠点創出

4.保有不動産
活用企画

￥

１.営業代行

ú

￥

˗

１４．manordaいわて株式会社 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 1991

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

•

•

˗

֝

耕作放棄地の活用と雇用創出

•

環境問題の解決

• 1990

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

様々な特徴を持つコケ

•

•

•

Ṗ

農業の活性化が地方再生のカギだと考え、
緑化資材であるコケに着目

鳥獣被害なく、あらゆる世代の人が無理なく生産できる農産物としてコケ栽培技術を

独自に確立。中山間地における耕作放棄地の解消と雇用の創出を目指す

˗ ỡ

コケの重要性・魅力の発信

•

栽培作物の多様化

•

•

ソーラーシェアリング事業

•

コケ緑化システム

ṕ
Ṗ

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

コケ栽培システム

1.
2. ( )

3.

4. ( )

￥

新連携認定事業

【コケの特徴とコケ緑化のメリット】

✓ 無灌水Ḳ
✓ 軽量Ḳ
✓ ローコストḲ

株式会社モス山形

￥

コケ緑化資材

Ṋ

￥

コケ園芸資材

１５．株式会社モス山形 農山漁村 都市地域都市間



24

企業名 WATALIS

本社
所在地

設立年 2015

Ḩ Ḹ

• WATALISṕ WATALISṖ

•

FUGURO

•

˗

֝

地域文化伝承の場づくり

•

•

地方における女性の雇用創出

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

返礼と再生の文化

•

Ṗ WATALIS

亘理町で受け継がれてきた地域文化・
技術や知恵を伝える機会が減少

地域に根付く「縫製技術」「感謝を形にする生き方」を伝承するため、着物地を活かした

商品としてそれを可視化、「ヒト」「モノ」「カネ」の循環を生み出して地域振興に貢献する

˗ ỡ

地域振興と新たなネットワークの構築

•

着物を「衣服」へとリメイク

•

ṕ
EC
Ṗ

￥

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

( )

￥

商品

FUGUROṕ Ṗ

ṕ Ṗ
WATALIS NPO

株式会社WATALIS

亘理町「里と海をつなぐまちフェニックスプラン」推進協議会

￥

商品・サービス

１６．株式会社WATALIS 都市農山漁村 地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2012

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

• 400 Ṅ

•

• 2016 5

˗

֝

「買い物難民」のサポート

•

• Ṅ

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

個別訪問する中で築かれた信頼関係

•

Ṗ

日常の買い物にも困る高齢者が増加、
実状に応えるサービスが求められた

移動販売サービスを軸に、顧客との信頼関係を構築。高齢者の見守りや

地域の雇用創出にも貢献し、あらゆるサービスを住民へ届ける「地域のインフラ」を目指す

˗ ỡ

地域のインフラであり、メディアとなる

•

•

株式会社とくし丸

消費者

商品・
サービス

提供
体制

顧客

全国の地域スーパー

オイシックス・ラ・大地株式会社

ṕ2016 5 Ṗ

1 50
1 3 ṕ Ṗ

/

販売パートナー
（個人事業主）

Ẁ 10円
5

全国でのネットワーク拡大

•

•

ṕ Ṗ
IT

•

• N N 1 1

１７．株式会社とくし丸 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 1977

Ḩ Ḹ

• ṕ MWS Ṗ

• Mover
ṕ Ṗ
AI

SAVS( Ṗ

• MWS AI
ICT

˗

֝

送迎計画作成業務の効率化

•

地方における移動手段の確保

• /

地域
課題

・

企業
課題

地域
資源

保有する福祉送迎車両

•

•

Ṗ Ṋṕ Ṗ

介護福祉送迎が非効率であった。毎日の
送迎計画作成が残業の温床にもなっていた

自社開発の送迎システムにより、福祉送迎を効率化。

高齢化社会における新たな交通手段として、福祉輸送による最適配車を推進

˗ ỡ

「福祉Mover」を地域の新たなインフラに

• Mover

少子化問題の克服に繋がる事業創出

•

◆「福祉Mover」の特徴

•

• Ṅ
•

•

•

エムダブルエス日高
（（一社）ソーシャルアクション機構）

ṕ Ṗ

SAVS( )
/

ṕ ṏṖ

商品
・

サービス

提供
体制

顧客
¬ º ￥

送迎システム
「福祉Mover」

•

• 5
• /
ẑ

移動販売車
「フレッシー便」

•

•

￥

￥

１８．株式会社エムダブルエス日高／
（一社）ソーシャルアクション機構

農山漁村 都市地域都市間
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企業名 KDDI

本社
所在地

設立年 1984

Ḩ Ḹ

• KDDI ṕ KDDIṖ
KDDI Regional Initiatives Fund

• KDDI Ṅ
KDDI

• KDDI º
º Ṅ

˗

֝

ICTを活用して地域の問題を解決
できる人財を増やす必要がある

•

Ṅ

•

• 5G IoT AI ICT

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

ポテンシャルを秘める人財は
地域内外に多数存在する

• ICT

•

ṖKDDI

地域で事業化を担う人財を育成する必要が
ある

ICTの活用支援や、DX人財の育成・派遣、ファンドによる出資などを通じて

地方創生に貢献する

˗ ỡ

地域における「起業家人財」「ICTを支える人財」
「ICTを使いこなす人財」の育成。

•

•

地域観光のDX（Digital Transformation）
を促進

•

• DX ICT
DX

úṕMaaSṖ

１９．KDDI株式会社 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

設立年 2018

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

• ACTABA

ACTABA

•

Ṅ

•

˗

֝

先行して起業していた教育事業を
きっかけに農業に着眼

•

•

25

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

衛星データ活用ノウハウ

•

Ṗ

大学で研究してきた衛星技術を用いて、世界で

貧困を生む農業の課題を解決できると考えた

「衛星データ」「機械学習」「」区画技術」の3つを組み合わせ、農業を起点に、

幅広い分野でサービスを提供して社会課題の解決を目指す

˗ ỡ

中長期的にはプラットフォームビジネス化を目指す

•

• BtoB
API Ṅ

Pay for 
use

• BtoC
Revenue share

サグリ株式会社

¬ACTABAº

￥
&
(

)

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

ṕ Ṗ ( )

￥
&
( )

￥
& ( Ṗ

２０．サグリ株式会社 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2017

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ
5

• 1

• ~
Ṅ

ṕ Ṗ

˗

֝

農業の担い手確保

•

耕作放棄地の活用

•

Ṅ

食料自給率の維持向上

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

農業生産が可能な環境

•

就農を希望する若者

•

Ṗ

地方が悩む「担い手不足」「耕作放棄地」問題を
解決、食糧自給率向上にも貢献する

「農業」でなく「アグリビジネス」として新たな産業を確立、

耕作放棄地を有効活用し、地域における若手人材を育成する

˗ ỡ

「アグリビジネス」という産業のインフラになる

•

~

•

トゥルーバアグリ株式会社

￥

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

ṕITṖ

農業生産法人A 農業生産法人B ・・・②～⑤を担う事業会社

￥

２１．トゥルーバアグリ株式会社 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2018

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

•

1.5% 0.5%

•

• 3
10 3,000

600 1

˗

֝

資金が都市部に流出する

•

•

地域住民の金融資産が
都市のために使われる

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

地域住民の手中に眠る金融資産

•

Ṗ

地域のお金が地域のために使われず、

地域から流出する

「デジタル地域通貨」を発行するためのシステムを地域の金融機関に提供、

地域における資金循環を支援する

˗ ỡ

金融資金を地域のために使う好循環を生み出す

•

決済だけでない様々なアプリケーションを提供する
地域の「プラットフォーム」となる

• Ṇ

Ṅ

株式会社フィノバレー

(A)

￥

(A)

商品
・

サービス

提供
体制

顧客
(B)

(A) (B)

(B)

￥

￥

￥

２２．株式会社フィノバレー 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2016

Ḩ Ḹ

• ṕPSIṖ

4

40

˗

֝

出資したい地域プレイヤに合わせた
投融資の枠組み作り

•

•

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

地域に存在する金融資産

•

•

Ṗ

地域のための事業を行おうとする社会起業家が、
資金調達手法の壁に直面

地域資源を循環させる事業の立ち上げを金融の専門家として支援、

新しい社会的投資の仕組の設計も行う

˗ ỡ

ソーシャルイノベーションを誘発するお金の流れを
創り出すことで、地域課題の解決に寄与する

•

•

プラスソーシャル
インベストメント㈱

￥

( )

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

② プロジェクト
インキュベーション事業

③ ソリューション提供事業
④ 社会的投資推進事業
ẑ

-
-

￥

① 証券化事業

２３．プラスソーシャルインベストメント株式会社 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2013

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

•

•

•

˗

֝

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

Ṗ

課題を抱える地方と、技術を持つ企業が
集まる都市に、補完関係を見いだした

全国の自治体で、企業誘致の土壌づくりから事業創出までをトータルで支援。

課題を抱える地方と技術を持つ企業を繋ぎ、地域課題をビジネスチャンスに変革

˗ ỡ

「学び」の観点からの地方創生

•

•

株式会社あわえ

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

サテライトオフィス誘致の土壌づくり

サテライトオフィス誘致支援
PR

事業創出支援

￥
ṕ Ṗ

￥

・減災システムの開発
プロジェクトの組成支援
ṕ úIT Ṗ

・イベント省力化システム開発
プロジェクトの組成支援
ṕ úIT Ṗ

・地域インターンプロデュース等

地域における担い手の確保

•

ベンチャー企業の人材確保

•

ベンチャー企業の技術活用

•

人口減少期における需給ギャップ

•

２４．株式会社あわえ 農山漁村 都市地域都市間
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企業名

本社
所在地

設立年 2019

Ḩ Ḹ

• ṕ Ṗ

• 40 4Ṍệ

•

500Ṍ3,000

˗

֝

フードロスの削減

•

農家の収入源

•

3

地域

課題

・

企業

課題

地域

資源

価値のある地元の野菜

•

•

Ṗ

色・形など「規格」を理由として廃棄物になっている
野菜を、味やこだわりなど本来の価値で提供する

地元契約農家から規格外野菜を含む農産物を直接買い取り、
その日のうちに自ら配送、様々なチャネルで消費者に販売する

˗ ỡ

地域のコミュニティマネージャーになる

•

タベモノガタリ株式会社

￥

商品
・

サービス

提供
体制

顧客

新規就農の支援

•

食品加工をとおしたフードロス削減

• Ṭ

２５．タベモノガタリ株式会社 農山漁村 都市地域都市間
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ṖWSW Wuppatarler Stadtwerke GmbH

企業概要事業領域 （提供サービスやその概況を記述）

WSW売上構成(2018年)

35 5,100

WSW Wuppatarler Stadtwerke GmbH

9 7,704 ṕ2018 Ṗ

256 ṕ2018 Ṗ

3,252

ṕ99.39 ṾṖ
ṕ0.61ṾṖ

(1000 )

WSW 977,040 4,348 

WSW E&W 801,494 59,631

WSW mobil 90,680 -53,350

ṖAWG
AWG P2G

ṖTal.Markt
Tal.Markt

ẑ WSW E&W WSW Netz WSW EẀW

参考１．WSW Wuppatarler Stadtwerke GmbH（WSW）

◼ WSWは、配電・電力小売・発電といったエネルギー事業、交通・廃棄物処理・水道事業など幅広い事業を手掛ける。

⚫ WSW W&E 5,000 Ṍ6,000
WSW

⚫

WSW Wuppertaler 

Stadtwerke GmbH

(WSW)

WSW mobil GmbH

100 Ṿ

WSW Energie & Wasser 

AG

(β)

66.9 Ṿ

ENGIE 

Deutschland AG

33.1 Ṿ

99.39Ṿ0.61 Ṿ

AWG 

Abfallwirtschaftsgesellschaft 

GmbH

70.4 Ṿ 29.6 Ṿ
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ṖStądtische Werke AG

企業概要事業領域 （提供サービスやその概況を記述）

KVV売上構成(2018年)

20 2,137

ḲKVV
ḲStądtische Werke AG

KVV 5 6,565 ṕ2018 Ṗ

KVV 70 ṕ2018 Ṗ

KVV 1,806

KVVḲ 100%
SWKḲKVV(75.1 Ṿ) Thuega (24.9 Ṿ)

Ṗ SUN ((c)SUN Stadtwerke Union Nordhessen GmbH & Co. KG)

(1000 )

KVV 565,656 879 

KVVHD 32,781 -2,099

SWK ( ) 370,805 11,976

SWK Netz ( ) 184,499 12,080

KVG ( ) 68,553 -15,454

参考２．KVV/Städtische Werke AG（SWK）

◼ 持株会社KVV傘下に、エネルギー事業を手掛けるSWK、交通事業を手掛けるKVGなどが属する事業構成

⚫

100Ṿ

⚫

SUN( )

KVV

SWK 
Netz+Service

KVG

SW
THUEGA

Stądtische Werke(SWK)

SWK E+W
Měllheizkraftwer

ke Kassel

ṧ

6.5Ṿ 2.5Ṿ

100Ṿ

5.1Ṿ97.5Ṿ

75.1Ṿ 24.9Ṿ

100Ṿ 94.9 Ṿ93.5Ṿ
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ṖStadtwerke Karlsruhe GmbH

企業概要事業領域 （提供サービスやその概況を記述）

KVVH売上構成(2018年)

31 2,060

ḲKVVH
ḲStadtwerke Karlsruhe GmbH

10 820 ṕ2018 Ṗ

17 9,180 ṕ2018 Ṗ

1,144

KVVHṕ80ṾṖ
EnBWṕ20ṾṖ

ṖSWK ṖSchnepf,2015

(1000 )

KVVH 1,050,162 -225 

SWK( ) 739,803 21,477

SWK Netz ( ) 173,745 -5,170

VBK 128,487 -38,568

参考３．KVVH/Stadtwerke Karlsruhe GmbH（SWK）

◼ 持株会社KVVH傘下で、SWKが再エネ発電、電力・ガスなどのエネルギー供給、上水、地域熱事業を担う。

⚫ KVVH 80% EnBW 20% VBK

⚫ 15 ễ 2.7MW

⚫

6 Ṿ

KVVH

KASIG
Stadtwerke 

Karlsruhe (SWK)

EnBW

Rheinhafen

AVGVBK

100Ṿ

80 Ṿ 100 Ṿ 100 Ṿ 94 Ṿ20 Ṿ
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ṖStadtwerke Esslingen am Neckar GmbH & Co. KG

企業概要事業領域 （提供サービスやその概況を記述）

SWE売上構成(2018年)

9 4,145

Stadtwerke Esslingen am Neckar 
GmbH & Co. KG

6,900 ṕ2018 Ṗ

1,340 ṕ2018 Ṗ

184

(50.02 Ṿ)
EnBW(49.98 Ṿ)

ṖFrisch, 2020
SWE CO2

2 3 P2G
SWE

ṖSWE

(1000 )

SWE 72,729 5,537

参考４．Stadtwerke Esslingen am Neckar GmbH & Co. KG（SWE）

◼ SWEは、公共交通運営会社SVEの傘下の企業で、ガスインフラ事業、水道、地域熱共有、電力小売、エネル
ギー関連サービスの収益を基盤として公営プール運営などの地域福祉事業を手掛けている。

⚫

⚫

SVE

Stadtwerke Esslingen am Neckar (SWE)

EnBW

100Ṿ

50.02 Ṿ49.98 Ṿ
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2. 事業モデル

3. 事業戦略

4. 資金調達

✓ 事業の実施に必要な人材を確保するために、人材採用の方法や採用の視点例に着目

✓ 採用した人材の育成やビジョンの共有に関する手法や工夫例に着目
5. 人材

✓ 主な資金調達方法について、特徴や比較する際の視点に着目

✓ 関係者へのアプローチ・交渉など、資金調達にあたり必要なアクションや留意すべき点に着目

✓ 現状の地域/企業課題や地域資源の把握・発掘するために、着目すべき視点に着目

✓ 現状の地域/企業課題や地域資源を把握・発掘するために、効果的なアクションに着目

✓ 事業モデルの優位性・持続可能性を実現するための工夫例に着目

✓ 上記の課題・機会を捉えたうえで立ち上げることができる地域循環共生圏ビジネスのうち、

典型的なものを、ビジネスの「型」として分類

✓ ①顧客、②商品・サービス、③提供体制・パートナーに着目

✓ 特に③提供体制・パートナーについては、見つけ方・巻き込み方の工夫に着目

1. 課題・機会

検討すべき主な要素 概要

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

検討の視点

◼ ローカルSDGs「地域循環共生圏」ビジネスの検討に必要な要素のうち、以下の要素に着目

⚫ SDGs

⚫

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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2. 事業モデル

3. 事業戦略

4. 資金調達

5. 人材

1. 課題・機会

モノや自然だけでなくヒトの地域資源を活用、
地域内外両方の視点で、多様な主体の意見を収集

成功要因
特にローカルSDGs「地域循環共生圏」ビジネスにおいて有効なもの

ビジネスの要素 概要

実現したいことや対象地域（どこまで広げるか）を踏まえ、
6つのビジネスの型から選定する

地域資源価値の最大化・実施体制の高効率化に向け、
事業段階に合わせた「仲間づくり」を実施する

単に得られる資金の額や手間だけでなく、
資金以外で得られるものも踏まえて調達方法を選択

採用時に自社ビジョンや価値観との整合性を判断、
各人のノウハウを引き出し事業規模に応じてリーダーを育成

1

例①-1 WATALIS 例①-2 みんなの奥永源時

例②-1 大宮産業 例②-2 宇都宮市

例③-1 小川町

TEIKEI

例③-2 うなぎの寝床

例④-1 ファーメンステーション 例④-2 タベモノガタリ

例⑤-2 アイル例⑤-1 フィッシャーマン・ジャパン
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地域資源の視点と例

地域資源①

モノ

地域資源②

自然

地域資源③

ヒト

•

•

•

• ṕ Ṗ
• ṕ Ṗ
• ṕ Ṗ
•

•

• ṕ Ṗ
•

• ṕ Ṗ

■ 情報としてのヒト資源
•

•

•

•

•

Ẍ
•

•

•

自社工程から出る廃水汚泥と地元で採れる珪藻土を原料に、
地場焼物産業が培った技術を活用して新商品を開発

“小松マテーレ”

わずかに自生した紫草を地域住民の協力で栽培、これを原料に
化粧品を開発して、歴史も含む地域の魅力と組み合わせて発信

“みんなの奥永源寺”

地域の職人技術を基に現代風にアレンジ、歴史・思想など
情報価値も追加した商品を、歴史的建造物を改装した
アンテナショップから発信

“うなぎの寝床”

多様な広葉樹を活用、伝統技術を持つ職人と
外部のクリエイターが連携して、新たなものづくりを実施

“飛騨の森でクマは踊る”

地域の女性に受け継がれていた裁縫技術を活かし、
返礼と再生の文化を現代に合わせた形で商品化

“WATALIS”

商品・サービスの視点と例

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

１. 課題・機会
「地域資源」を発見する際の視点

◼ モノや自然だけでなくヒトに関する資源にも着眼しましょう。また、組み合わせることで差別化しましょう。

⚫ 特産品や景勝地が着眼されがちですが、目に見えない・ヒトに属する地域資源が豊富に存在します。

⚫ 「無いものねだり」しても意味はありません。あるものを組み合わせて、価値を生み出す/固有の商品・サービスにすることは可能です。

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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“地域”の課題 “企業”の課題

視点①
ヒト・モノ・カネの将来見通し

視点②
当たり前になってしまっている
ムリ・ムダ・非効率

視点③
十分な価値を
引き出せていない資源

視点④
自社や地域のビジョン・目標
達成に向けたギャップ

視点⑤
世の中で注目の集まる問題

• 10 Ḵ 10 Ḵ

• 10 Ḵ Ḵ Ḵ Ḵ

• Ḵ Ḵ Ḵ

• Ḵ Ḵ

• / Ḵ Ḵ

• Ḵ Ḵ

• / Ḵ

• Ḵ

• Ḵ

• Ḵ

• Ḵ

• Ḵ

• Ḵ

• Ḵ

• Ḵ

• 17 SDGs Ḵ Ḵ Ḵ

• Ḵ Ḵ

• Ḵ Ḵ Ḵ Ḵ

• Ḵ Ḵ

• Ḵ

• / Ḵ

• Ḵ

• KPI Ḵ Ḵ

• Ḵ Ḵ

• Ḵ

• Ḵ

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

１. 課題・機会
「地域課題」「企業課題」を発見する際の視点

◼ 5つの視点で地域課題・企業課題を検討・把握しましょう。

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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地
域
内
か
ら
発
見

地
域
外
か
ら
発
見

社
内
か
ら
発
見

社
外
か
ら
発
見

定期的に「よそ者視点」を取り入れる場をつくる

① 「外の人」と意見をぶつけ合う場の創設
Ṗ Ḳ
ṖMONETḲ Ṅ

② 潮流を把握するための「引き合い」「公募」への積極対応
Ṗ Ḳ
Ṗ Ḳễ 100

③ 専門家アドバイザとの接点維持
Ṗ Ḳ
Ṗ Ḳ

“地域” の資源・課題 “企業” の資源・課題

その時の思い付きでなく、仕組でネタを吸い上げる

① 社内公募・社内SNSなど声を吸い上げる仕組み
ṖMWS Ḳ
Ṗ Ḳ SNS

② コスト・労務時間などのデータ把握
Ṗ Ḳ1
ṖMWS Ḳ

③ 自社の壁・悩みを事業機会と捉える習慣
Ṗ Ḳ

Ṗ Ḳ

職種や立場を超えて触れ合う場をつくる

① 多様な主体が参加して議論する会議体の立ち上げ
Ṗ Ḳ
Ṗ Ḳ

② 交流を促す「場所」の創設
Ṗ Ḳ
Ṗ Ḳ

③ 「訪問活動」を実施
Ṗ Ḳ
Ṗ Ḳ

目の前の事業以外に目を向けてみる

① 直面した壁は、他社も悩んでないか、事業にならないかを考える
Ṗ Ḳ
Ṗ Ḳ

② 検討チームを「異質な人」で構成する
Ṗmanodara Ḳ
Ṗ ḲIT

③ 日常的に異業種・異文化交流に参加する
Ṗ Ḳ
Ṗ Ḳ

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

１. 課題・機会
「地域資源」「地域課題」「企業課題」を発見するためのアクション

◼ 「内」と「外」両方の視点で、多様な主体の意見を集めるための仕掛けを設けましょう。

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

広域
（地方～都市）

¬ º

循環の範囲

Ǭ Ǻ

ἷB

ⱧỘ׃ ׃

ӽΰ

ῲ ằ ⱧỘ

地域・流域
（自治体）

¬
º

コミュニティ・集落

¬
º

ἷA

ӽ ᶨṁ ằ ⱧỘ

ἷC

ӽⱢᾛ Ὣ› Ḋ

ᾧ ⱧỘ

ӽ ᶨ ◦
ῖ ӽ ᶨṁ Ӳⱱ ΰ

ӽⱢᾛ ᶨ ⱧỘ
ӽ ᾼ

ἷF

ӽ ◕ Ὄ Ɫᾛᴣ

Ω ᴟ ⱧỘ

地域課題 Ǭ Ǻ

ἷD

ӽ ᶨṁ ⁯ ᵫ ⱧỘ

ἷE

⁯ᶆ

SDGs

Ṑ

ằ ⱧỘ

２．事業モデル：顧客/商品・サービス

◼ 地域循環共生圏ビジネスの典型的な事業モデル（型）は6つ

⚫ 「実現したいこと」や「対象地域」から、モデル（型）を選び、それを地域にあわせてカスタマイズすることが求
められる

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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事業
モデル

• / /
•

事業会社

①交通

-
-

②流通・小売

-
-
-

③生活支援

-
- /
-
-

④特産品販売

-
-
-

顧客

商品
・

サービス

提供
体制

主に中山間地域のコミュニティ・集落の住民数百名

•

•

「交通」「流通・小売」を中心に生活を丸ごと支援

JA

Ṅ

地域住民が主体となって「地域運営会社」を設立

•

•

複数の用途を束ねる

ṕ
Ṗ Ṅ

/

制度/地域の実情にあわせたサービス 地域マネージャーがサービス企画

JA

“コミュニティに密着した事業体を組成、様々なサービス・機能を提供して住民の生活を支える”

地域の
悩み

成功の
Point

事業
モデル

２．事業モデル：顧客/商品・サービス
「型A」地域の生活基盤を提供する事業

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会
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事業
モデル

•

•

都市部から中山間地域まで数万から数十万人の住民

•

•

主なサービスは、「地域新電力」「交通」

LRT EV

特定事業の収益で他事業を下支え 地域施設を大口需要家に データ活用でサービスの価値向上

IC

事業会社

①地域新電力

-
-
-
-

④観光
・特産品販売

-
-

②交通

- LRT
- EV
-

③生活サービス

-
-
-

自治体 地元企業ベンチャー/大企業

個別事業
会社

地域の
悩み

成功の
Point

事業
モデル

“地域・流域レベルで、エネルギーや交通等のサービスを事業化、資源・資金の域内循環を実現”

顧客

商品
・

サービス

提供
体制

複数事業を手掛ける１法人を設立、全体で収支確保

•

•

２．事業モデル：顧客/商品・サービス
「型B」収益事業の利益を用いて地域向けサービスを幅広く提供する事業

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会
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事業
モデル

•

• /

主に都市部の消費者・企業

「ないモノ」ねだりでなく、「あるモノ（地域資源）」を
組み合わせて生み出す商品・サービス

•

•

•

できる限り多様な主体が連携して相互機能補完

• 3
/

•

一定量の需要を確保する枠組み スモールスタートストーリー付与

PR

(A) (B) (C)

地域資源：モノ

•

•

地域資源：自然

•

•

地域資源：ヒト

•

•

事業会社

• 化粧品・装飾品
• 工芸品・加工食品
• ツーリズム
• 建材・消費財
• 農作物

地域
3次産業

地域
1次産業

地域
２次産業

都市
3次産業

地域
NPO

地域
金融機関

地域の
悩み

成功の
Point

事業
モデル

“地域資源を発掘、高付加価値な商品・サービスとし、ヒト・モノ（資源）・カネの循環を実現”

顧客

商品
・

サービス

提供
体制

２．事業モデル：顧客/商品・サービス
「型C」地域資源を結合・転換して固有の商品・サービスを生み出す事業

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会
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事業
モデル

•

•

コミュニティ・集落の住民

• 1

主なサービスは「流通・小売」

• ATM

•

「地域会社」と「本社」が役割分担

•

•

•

•

基盤は共有しながら地域別の裁量付与 地域企業と連携して信頼と身軽さを確保

ṕ Ṗ

地域固有のナレッジを共有する仕組み

地域の
悩み

成功の
Point

事業
モデル

“食品や燃料の販売、ATM機能の提供など、コミュニティ・集落の基盤を支える事業を、全国大で提供“

顧客

商品
・

サービス

提供
体制

事業会社

(A)

流通・小売

-
-
- ATM

(B) (C)

流通・小売

-
-
- ATM

流通・小売

-
-
- ATM

ṕ Ṗṕ Ṗṕ Ṗ

２．事業モデル：顧客/商品・サービス
「型D」地域生活基盤を全国展開する事業

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会
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事業
モデル

• ṕ A/B/C Ṗ

顧客はエンドユーザーではなくサービス提供企業

•

• A/B/C

•

最適配車や地域通貨などの特定機能を提供

•

•

•

全国展開

•

• /

自ら“川下”を手掛けて価値証明

Ṉ

コンソーシアム等によるパートナー獲得

Give&Take

限定的な機能でも早期のサービスリリース

地域の
悩み

成功の
Point

事業
モデル

“「最適配車」、「地域通貨」など様々な機能を実現するツールを提供、事業運営を後方支援する”

顧客

商品
・

サービス

提供
体制

(A) (B) (C)

事業会社

特定機能
最適配車・予約・決済・地域通貨・出資・エンジニアリングなど

２．事業モデル：顧客/商品・サービス
「型E」全国各地のローカルSDGsビジネスに機能を提供する事業

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会
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事業
モデル

• /
•

地域資源を提供する側、消費する側の双方

•

「マッチング」だけでなく「プラスアルファのサービス」を提供

•

•

•

利用者のリソースを活用

•

「配送」「維持管理」など機能を内製化 提供・利用双方のバランスよいユーザー数早期のサービスリリースでネットワーク効果

地域の
悩み

成功の
Point

事業
モデル

“多くの地域同士で、地域資源を活用した商品・サービスと消費者を結び付ける”

顧客

商品
・

サービス

提供
体制

２．事業モデル：顧客/商品・サービス
「型F」地域と都市を繋ぎ資源価値を最大化する事業

+͠

事業会社

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会
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価値を
最大に
する

効率的な
体制を
実現する

キーワード①

時間・空間の連続でストーリー化

キーワード⑤

一物多役

キーワード③

定量・定価・まとめ売り

キーワード④

共存共栄する枠組づくり

キーワード⑥

地域協力者オペレーション

1 1

戦略方針 概要
A B C

親和性が高い型

キーワード②

ひと手間掛けて価値向上・安定

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

３. 事業戦略

◼ 先進事例の戦略を参考に、地域資源の価値を最大にする方法・効率的な体制を実現する方法を考えましょう。

⚫ 活用されてこなかった資源で事業を行うので、一般的なビジネスにも増して高い価値・効率が求められます。

⚫ 1つだけに絞る必要はありません。複数を組み合わせて実践すれば、より大きな成果が得られます。

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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立上初期事業準備 拡大期

全員参加にこだわらずスモールスタート

Ṗ

現制度下でもできることから開始し知見蓄積

ṖMWS

資源の買い手でなく売り手にあわせた開発

Ṗ 24K

最初は少ない資源でも成立する用途を探索

Ṗ
ú

初期投資を抑えるために施設は借りる

Ṗ

メディアの特徴を意識して情報発信

Ṗ
ể

1人が複数業務を担って立上期を乗り越え

Ṗ
2

大口需要家を確保して基盤確立

ṖMY

「加工」などの機能を整備

Ṗ

運営コストを抑えるために手伝ってもらう

Ṗ

「残る形」にして価値を累積的に高める

Ṗ

性格の異なる者同士で共有して利用率向上

ṖMWS

周辺地域で固定買い取りの賛同者増やす

Ṗ
TEIKEI

機能は他者にも外販して事業も循環も拡大

Ṗ

地域企業が前面に立つモデルで高効率維持

Ṗ

キーワード①

時間・空間の連続で
ストーリー化

キーワード⑤

一物多役

キーワード③

定量・定価

・まとめ売り

キーワード④

共存共栄する
枠組づくり

キーワード⑥

地域協力者
オペレーション

戦略方針（再掲）

キーワード②

ひと手間掛けて
価値向上・安定

初期ユーザーの出資で開発

Ṗ

取引先側にインセンティブ付けて仲間拡大

Ṗ

技術をオープンにして業界全体を拡大

Ṗ

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

３. 事業戦略

◼ 事業化ステップごとに、以下のような点に注意して戦略を実現しましょう

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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分類・手法 特徴 工夫例

出資

✓ Ṅ 手続きや条件などの縛りがない

✓ 別の事業で収益

Ṗ

(VC)
✓ まとまった資金を得られる 追加調達の際の手段 資金だけ
でなく、 事業化に向けてのサポート

✓ そうした支援を得られる投資家を見極め

Ṗ

✓ 地域からの信頼や長期的な応援

✓ かつ地域との結び付けを強めるため、配当でなく現物商品・サービスで
株主還元

Ṗ

100 300

ṕ
Ṗ

✓ 背景・ストーリーを伝えた
り、その想いをWeb上に残すことで、全国の顧客候補との強い関係を構築

✓

Ṗ

✓
ṖMY

融資
✓

✓ 中長期的な金融機関との関係性づくり金融機関
に蓄積するノウハウ・ネットワークを活かした支援

Ṗ

その他
資金
獲得

✓ 設備投資や開発資金の際に有効。

✓ 継続的に頼りすぎない
情報を収集

Ṗ

✓

認知度・信頼性評価が高まる。メンターからのサポートを獲得できることもある

✓

Ṗ

ṕ Ṗ

✓

✓

ṖINDETAIL

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

４. 資金調達
各資金調達方法の特徴

◼ 各資金調達方法を比較する際には、人との関係性や社会的信用度など、資金以外で得られるものにも目を向
けましょう。
⚫ その他、各調達方法の調達額の大きさや、必要な準備期間の長さなども加味して取り得る方法を判断する必要があります

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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(2)
事業立上初期

(1)
事業準備期

(3)
事業推進・拡大期

✓事業・組織の拡大にあわせて
金融機関との関係を見直し

⚫ 必要資金はもちろん、社会からの見え
方、組織ガバナンスのあり方も意識して、
資金調達方法を改めて検討する。

Ṗ Ḳ

Ṗ Ḳ

Point!

✓共感獲得に向けビジョン等を整理
⚫ 最初から好印象を得られるようビジョンは
十分に練り上げる。
・問題意識、解決する課題、将来の姿
・解決策（サービス、ソリューション）
・狙う市場、競合有意性や差別化
・事業モデル、事業体制、事業計画など

ṖWATALISḲ

Point!

✓調達規模から方法や相手を検討
⚫ 必要とする資金の規模を算出、手法や
相談する相手を判断する。

Ṗ Ḳ

Point!
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト ✓担当部局へは早期に相談・コンタクト

⚫ メンターや担当者がつき、計画策定等
のサポートを得られる場合もある。早め
にファーストコンタクトを実施する。

Ṗ Ḳ
Point!

✓事業ステージやアプローチ先に合わせ
訴求ポイントを転換・使い分け

⚫ 投資する側からは、以下のような点を
問われる。事業ステージやアプローチ先
に合わせて、推しだす点を使い分ける。
・事業の成長性
・事業に対する熱意、想い
・継続的に取り組む覚悟など

Ṗ Ḳ

IPO

Point!

✓利益・別事業・受託事業などを活用、
運転資金を確保

⚫ 1つの事業だけで収益化できなくても、
企業全体としてで収益化を狙う。

⚫ 蓄積したノウハウを活かして委託事業を
受注し運転資金を確保する。

ṖMY Ḳ

Ṗ Ḳ

Ṗ Ḳ

Point!

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

✓ビジョンに共感する出資・融資者との
関係を活用し事業拡大

⚫ 機関投資家や金融機関のネットワーク
をとおして取引先を拡大する

⚫ 地域内外との住民出資者との取引に
よって事業を安定させる

Ṗ Ḳ

Ṗ Ḳ

Point!

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

４. 資金調達
事業ステップ別に求められるアクション

◼ 事業ステップや事業規模に応じた資金調達が行えるよう、ビジョンや事業計画の明確化、および、早めの相談・
コンタクトが重要です。

⚫ 計画的な資金調達にあたり、推奨するアクションや留意すべき点は以下のようなポイントが挙げられます。

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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詳細／ポイント

人材
採用

広く人材を募集する場合には、情報誌や自社Webサイト、SNS等を活用。各種アワードやビジネスコンテストへの参加、
メディア出演といった対外的な露出を増やすことで注目を集める

Ṗ Ḳ X IT
採用
ルート

「地域の現実」も伝えて
本気度を測る

一般的でない質問・テーマで
人となりを判断

限られた範囲で人材を募集する場合には、信頼できる自治体や地域のキーマンに相談し、
適する人材を紹介してもらうことで、人材採用のリスクを低減する

Ṗ Ḳ

即戦力や新規事業創出など、事業推進のスピード感を求める場合には前職の経歴を重視

Ṗ Ḳ
Ṗ Ḳ /

採用
方法

試用期間を設けて
人となりを判断

面接だけでは見極められない部分も大きいため、場合によっては試用期間を設定する

Ṗ Ḳ
Ṗ Ḳ

ビジョンや風土とのマッチングを判断するための質問・手法を検討・工夫する

Ṗ Ḳ
ṖMWS Ḳ

採用
基準

スキルよりも
ビジョン共感や人柄を重視

スピード感を求める場合は
前職の経歴を重視

「“地域のため“はやりがいありそう」という曖昧な想いだけの応募者も多い。理想だけでなく現実も伝えて本気度を測る

Ṗ Ḳ
Ṗ Ḳ

この分野では、地域に対する想いに共感できるかが重要な要素であり、スキルは後からでも延ばすことができる。
地域や自社のビジョンと応募者の価値観がマッチするか、地域と一緒に働ける人柄かを採用の段階でチェックする

Ṗ Ḳ

Webやビジネスコンテントなど
対外露出による知名度向上

信頼できるキーマンを
通じた紹介

手法 工夫・視点例

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

５. 人材
人材採用の工夫・視点例

◼ 人材採用では、自社のビジョンと面接者のキャラクター／価値観との整合性を判断することが重要です。

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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セミナーの案内や専門家誘致による勉強会を行うことで、社内外のノウハウや視点を自社・関係者に取り込む

ṖWATALISḲ

各自のノウハウを共有する
勉強会の開催

現場社員が
全面に出る場づくり

人材
育成

機会付与

現場社員の想いを
形にできる場作り

社内で資金提供まで伴う事業計画ピッチを行い、新事業の案を募るだけでなく、従業員のモチベーション向上に繋げる

ṖMWS Ḳ

Ṗ Ḳ PR

現場社員の裁量権に幅をもたせる、対外露出の機会を与えるなどして、社員の責任感や主体性を高める

Ṗ Ḳ

ṖMWS Ḳ ṕ Ṗ

ノウハウ
蓄積継承

事業を通じてノウハウ獲得
事業の実施以外でも、受託事業や補助事業等の推進を通して、自社にはないノウハウを獲得する

Ṗ Ḳ

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

手法 詳細工夫例

確立したノウハウを後の世代へ引き継ぎやすいよう、俗人化していたり複雑化しているノウハウや技術を整理する

Ṗ Ḳ
ノウハウのパッケージ化

５. 人材
人材育成の工夫・視点例

◼ 人材育成では、現場社員の主体性やモチベーションを刺激したり、各人に眠っているノウハウを引き出したりするこ
とがポイントになってきます。

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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手法 詳細

部署や肩書に捉われず、社内公募で有志を選抜・提案者を責任者として、意欲あるメンバーで事業を推進する

Ṗmanora Ḳ

専門性を活用・転換し
「人材の百貨店」に

人材配置

メンバー結成では
意欲を重視

自社では何ができるかを本人と議論するなどして、キャリアを転換・カスタマイズすることでスキルの転換・拡大に繋げる

Ṗ : Ḳ Ṅ

工夫例

コミュニ
ケーション

ビジョン
浸透

代表が把握できる範囲は限界があるため、1チームを少数にし、社長は核となるチームリーダーを通して現場を把握する

Ṗ Ḳ1 6 Ṉ

Ṗ Ḳ

チームの少数化

代表が大事にしているものや現場を見せることで想いの統一を進める

Ṗ Ḳ

「現場」を見せて
想いを統一

SNSでのコミュニケーショングループなど、クイックにやり取りできる場作りにより、各人の動きを見えやすくするだけでなく、
代表の想いや考えを見えやすくする。メディア露出を通じて自身の想いを見える化する方法もある

Ṗ Ḳ SNS

代表の「想い」を見せて
ビジョンを浸透

2.事業モデル 3.事業戦略 4.資金調達 5.人材1.課題・機会

※ 本手引き内で(例)として挙げている事例について、詳細版やⅢ章で未紹介の事例は、以下をご参照ください。
【環境ビジネスの先進事例集】https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

少数の沿い樹で各人が複数業務を兼務してフォローし合う場合でも、責任者を明確にして各人に主体的な活動を促す

ṖMY Ḳ
指揮命令系統の明確化

５. 人材
ビジョン浸透の工夫・視点例

◼ 代表1人が把握することのできる範囲は限られています。事業規模の大きさに応じてチームリーダーを育成し、各
チームリーダーを通して現場を把握することも重要だと考えられます。

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/
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地域課題（問題） 目指す姿 ソリューション

視
点
①

地
域
資
源

視
点
②

基
盤
サ
ー
ビ
ス

活用されない地域資源
•

CO2
•

•

•

地域資源有効利用/循環
•

•
•

希薄化する地域コミュニティ
•
• -

地域内・地域間の
活発な交流
•

自然環境・景観への悪影響
•

•

•

自然との共生
•
•

不十分な災害への備え
•

•

防災・減災・災害時機能維持
•
•
•

人材・資金・産業の流出・衰退
•

• /
•

活気ある地域づくり
•
•
•

蓄電池利用非常用電源
ṧ LED EV

グリーンツーリズム

インフラ遠隔監視制御

環境配慮型金融・地域通貨

地域資源を用いた高付加価値商品

マッチングサービス
-

無人化・最適化

需給のバンドル化

サービスのマルチタスク化・可動産化

地域内交流の場・機会提供

地域資源による域内エネルギー供給
VDF

地域電力を活かした電動モビリティ
EV LRT

不便な/衰退する交通・物流
•

•

•

便利・快適で
持続可能な交通・物流
• to

•

地域内未活用資源によるグリーンインフラ

都市から
地域への
資金流入
・交流促進

サービス維持
のための
最適化
・効率化

地域内の
資金循環
・交流促進

地域資源
を用いた
インフラ供給

循環型農林水産業

地域循環共生圏における地域課題・目指す姿・ソリューション
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項目 大文類 小分類

(1) 

(1 -1) (a) 

(b) 

(1 -2) (a) 

(b) 

(c) 

(1 -3) (a) 

(b) 

(2)
(2 -1)

(2 -2) 

(2 -3)

(3) (3 -1) (a) 

(b)

(3 -2) (a)

(b) 

(4)

(4 -1)  (a) /

(b) 

(4 -2) (a) 

(b) 

(4 -3) 

(a) 

(b) 

(c) 

(d) 

(5) (5 -1) 

(5 -2) 

(5 -3) 

大項目 小項目

(1) 
(1 -1) 

(1 -2) 

(1 -3) DX

(1 -4) 

(2) (2 -1) 

(2 -2) /

(3) (3 -1) 

(3 -2) 

(4) 
(4 -1) 

(4 -2) CSV

(4 -3) 

(5) 
(5 -1) 

(5 -2) 

(5 -3) 

(5 -4)

(6) (6 -1) 

(6 -2) 

(7) 
(7 -1)

(7 -2) 

(7 -3) Ẁ

(7 -4) 

(8) 

(8 -1) 

(8 -2) /

(8 -3) 

(8 -4) 

(8 -5) 

(8 -6) 

阻害要因 支援策

阻害要因／支援策



60

発信活動

環境省ウェブサイト：

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/

ウェブサイトの構成

SDGs 

SDGs 
Ṍ
Ṍ

2

SDGs
Web

シンポジウム（計2回）

ローカルSDGsのデザイン～地域循環共生圏のつくり方～#1
Ḳ2020 9 24ṕ Ṗ15Ḳ00Ṍ18Ḳ00
Ḳ

MONET Technologies 24K

ローカルSDGsのデザイン～地域循環共生圏のつくり方～#2
Ḳ2021 3 26ṕ Ṗ14Ḳ30Ṍ17Ḳ00
Ḳ

オンラインセミナー（計4回）

#1 ～「交通」から考える地域循環共生圏のつくり方～
Ḳ2020 12 15ṕ Ṗ15Ḳ00Ṍ17Ḳ30
Ḳ

#2 ～ヒト・モノ・カネの地域循環のつくり方～
Ḳ2021 2 10 ṕ Ṗ10Ḳ00Ṍ12Ḳ00
Ḳ /REXEV

#3 ～地域資源から創る商品・サービス～
Ḳ2021 2 22 ṕ Ṗ13Ḳ00Ṍ15Ḳ00
Ḳ

#4 ～地域循環共生圏ビジネスのはじめ方～
Ḳ2021 3 20 ṕ Ṗ10Ḳ00Ṍ12Ḳ00
Ḳ WATALIS

◼ 本業務の成果の発信の場として、令和2年度中に以下の取り組みを実施した。

Ẑ

Ẑ

https://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/B_industry/frontrunner/



